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　マルクスのドイツ字体の筆記体の筆跡学的分析　『ミュラー入門書」より
マルクスの“筆跡”と犯罪学
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基づいていました。すなわちマルクスとエンゲ
ルスは学校でラテン語を学びました。二人はラ
テン語の方法で短縮ししかもそれをドイツ語の
筆記体にも利用していたのです。これがカギで
した。こうして短縮形がアルファベット順に並
ぺられ解読されました。そのさい他の筆跡との
比較対照からつねに新しい認識がありました。
　W・P．：それには時間がかかったでしょう
わ。
　K．M．：二年と、思ったことが十年かかりまし
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マルクスの”象形文字“一「資本論」第2巻草稿より
た。もしもマルクスの筆跡を問題にする人がい
るとすれば，どのような寛大な教師であっても
この筆跡に対して木合格を与えたであろう，と
言うことにかられます。マルクス自身それで大
いに苦労しました。ユ855年2月のエンゲルス宛
への手紙で彼はつぎのように書いています。
「私は経済学に関する自分の手書きノートを通
読しなければならなかったことにより眼病をわ
ずらった。私の眼も巻き添えをくい1日4時問
以上仕事をすることができなかった。眼は翌日
には休養して回復しなければならなかった。」5〕
　W．P．：あなたは他の文献やマルクスの生き
た時代や彼の家族の研究もしなければならなか
ったのではないでしょうか。
　K．M．：たとえば前世紀の正書法は今臼とは
まったく異なっていました6〕。グリム兄弟の辞
書が当時のつづり方を説明してくれました。私
が単語を解読し字母を数えると，しばしば一つ
だけ余分の字母がありました。多くのものは当
時”h“をともなって，たとえば，”Urtei1“は
”Urthei1“と，あるいはたとえば　，，dies“は
，，diesz“と書かれていました。
　W．P・：当時はまだDudenがありませんで
したからねえ。
　K・M・：そうです。各人は自分の裁量で書き
ました。けれどもそのことは一面にすぎませ
ん。手紙を読むことによって私はマルクスー家
の日常生活やお金に困っていることや子供たち
の誕生と死を見ることができました？〕。私は，
マルクスに感動を与えたことやそしてしばしば
意気消沈させることが，彼の筆跡にどのよう
な姿をとって実現されているかを読み取りまし
た。マルクスはいつも健康ではありませんでし
た。彼はたとえばおできで悩んでいました。長
く座？ていることができず横になったままで手
紙を書かなければなりませんでした。その時の
筆跡からそれがわかるのです。
　W．P．：筆跡の解読によってマルクスの著作
集が，どれほど一層正確に出版されるようにな
ったのか，その例を掲げて下さい。
　K．M一：出版にあたって正確さが，書かれナこ
テキストの文字どおりの模写が必要でした。研
究所の私達の仕事によってマルクス・エンゲル
スの著作の出版で意味をゆがめる誤りは訂正さ
れました。それらの誤りは編集作業中のテキス
トの改訂のときに発見されました。若干の例は
つぎのとおりです。補巻第1部45ぺ一ジ＞die－
ses　Prinzip＜ではなく＞dieser　Zwang＜，同65
ぺ一ジ＞Samen＜ではなく＞Somen＜，第34巻
425ぺ一ジ＞Vivisektion＜（Tieruntersuchung）
ではなく＞Desinfektion＜8〕〔以上の三箇所とも
原文ぺ一ジー訳者〕。40巻からなる著作集に
対してそれぞれの著作が，それぞれの手紙がも
う一度体系的に吟味され，多くの点が訂正され
たのです。
　W．P．：そういうマルクスですが，彼につい
てどう思われますか。
　K．M．：私はマルクスの多くの業績にも，教
養の高い人問にも，偉大な精神にもつねに感嘆
していました。マルクスは8カ国語を流暢に話
しました9〕。ブルジョア出身の人問として彼は
労働者の事情をよく理解し彼らの中へ自己を深
めることを心得ていました。彼は天才でしたが
いつも素朴な人間でした。それだからこそ私が
いくら彼の筆跡で悩まされようと彼の生活が，
彼の創作活動が私にとって手本でした。
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注1）　F．EngeIs：”Vorw0ft“　zur　Zweiter　Band
　，，des　Kapitals“，M－E－W，Bd．24．Dietz　Ver－
　1ag　Ber1in1963，S．7。
　なお，H．ゲムコー「マルクスの・筆跡“の研究」
拙訳「阪南諭集」社会科学編第21巻第4号，1986年，
参照。
　エンゲルスはさらにつぎのように述べている。
　　　＞この筆跡，この単語および文の省略を解読で
　　きるただ一人の生存者は私である＜。カール・マ
　　ルクスの死後エンゲルスのLawrowあてへの手
　　紙。F．Engels　an　Pjotr　Lawrowitsch　Lawrow，
　　5．2．1884，In：M－E－W，Bd．36，S．99．
　2）　クルト’ミュラーによれば。マルクスはつねに
ペソ先の尖端が左斜に研がれたぺ：■（右利の人）を用
いていた。この柾類のペンがのちに”Ly－Feder“と
いう商標（ペン先の胴の部分に”Ly“のトレード・マ
ークがある）をつけて売られるようになった。“
　3）　Kurt　Mu11er：Die　systematische　En－
　　tzifferung　Y0n　schwer1esbaren　Handschri－
　　ften　unter　besonderer　Berucksichtigung
　　der　Handschriften　von　Kar1Marx　und
　　Friedrich　Engels，Institut　fur　Marxisnユus－
　　Leninismus　in　Berlin1967．
　　　1920年代よりモスクワのマルクス・エンゲルス
　　研究所ではマルクスとエンゲルスの筆跡が体系的
　　に研究されている。解読者たちは，最初はFranz
　　Schil1erの指揮下で，後にはNina　Nepomnja－
　　schtschajaにょって指導され，一つの固有の部
　　門となる。ロシァ人であるPau1Wel1efはマル
　　クスの難解な文字をけんめいに研究する。Nina
　　N．は44年間にわたって二人のドイツ古典作家の
　　筆跡を解読している。解読方法の体系性と完全性
　　は1967年の＞ミュラー入門書＜で達せられる。
　　〔＞WOchenpost＜の解説より一訳者〕
4）たとえばユ枚の紙に普通の場合・20行“書く
　　ものを。30行“書くというようにである。この
　　。節約“はマルクスのいわば。生活信条“に近いも
　　のである。なお。時間の節約“についてはつぎを
　　参照せよ。
　　　K．Mafx：Grmdrisse　der　Kfitik　der　poli－
　　tischen　Okonomie，Dietz　VerIag　Beflin1953，
　　S．89．
　5）K．Marx　an　F．Engels，ユ3．2．1855．In：M－
　　E－W，Bd・28，S．434．この手紙の本文部分は原文
　　と若千異なる。
6）　ドイツ語の・正書法“およびその変遷について
　　は以下の文献を参照されたい。相良守峯rドイツ
　　語学概論』博友社 1978年。小島公一郎rドイツ
　　語吏』大学書林，1964年。Hugo　Moser：Deut－
　　sche　Sprachgeschic］ユte，lMax　Nie加eyer　Ve－
　　r1ag　T廿bingenユ965．国松孝二他訳H．モー
　　ザー「ドイツ語の歴吏」白水社，1971年。
　7）　こうした手紙はゲムコー教授によれば約200通
　　あるといわれる。なお以下の文献も参照された
　　い。
　　　H．Gemkow：Unser　Leben　Dietz　Velag
　　Ber1in，ユ983．S．137ff．
8）最近の全集すなわちM－E－W，Bd．40，S．45．，
　　S．65．1985．およびBd．34，S．425．，4．Auf1．，
　　198ふでもこの三箇所は訂正されていない。メガ
　　では》Samen《が》Saamen《と佼訂されてい
　　る。MEGA　IV／1Dietz　Verlag　Ber1in，1976．
　　S．32．
9）　ドイツ語，英語，フランス語，ラテン語，ギリ
　　シア語，スペイン語，イタリア語，ロシア語。
　　　　　　　　　　　　　（！986年7月11日受理）
　追白
　注の作成においてProf．Dr．H．Gemkowおよび
Prof．Dr．H．Schwabよりいろいろと御教示を得
たことをお伝えし，感謝の意を表する。（訳者）
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